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 ですから私が申し上げたいのは、児童手当が

例えばその口座、Ａさんの場合は232円、児童

手当そのものが差し押さえ禁止財産であるのに、

預金に入れば一般財産とみなすということです

けども、残高が232円しかないものに４万円の

児童手当が入った。そしてその前にいろいろと

入金があったんじゃないかなというようなこと

を市長はおっしゃってますけど、全然それはな

いんです、その方は。本当にそこは児童手当だ

けが振り込まれる預貯金、通帳でございますか

ら、やはりそういうことで、もしも相談がなか

ったらその方はどうだったのかなと非常に心配

するところです。 

 違法財産ということで、ここは何件か、私は

今回例に出しませんでしたけども、第三者を通

して相談を受けたものもあります。それも児童

手当で国保税が滞納してると。やはり税務課さ

んではいろいろ対応してくださって、今後は児

童手当から入金した後に納めるというふうに約

束してくださったらしいですけども、そういう

ことで私は、違法な差し押さえ禁止財産からも

取り立てをしてるということに、すごく市のや

り方に対して抗議を申し上げたいと思います。 

 時間もないものですから、ぜひ納められない

方の事情をよく聞いて相談収納にしていただき

たいなと思います。ちょっと時間なくて言い切

れませんでしたけども、終わります。 
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○小関勝助議長 次に、順位２番、議席番号３番、

江口忠博議員。 

  （３番江口忠博議員登壇） 

○３番 江口忠博議員 おはようございます。 

 近ごろ朝霧が大変深うございますが、きょう

まだ少し外は残っているようです。 

 12月定例会の一般質問、議場の中だけはすき

っとした議論をしたいものだなと思っておりま

すが、12月定例会一般質問、通告しております

質問は、私は大きく４つであります。市長及び

当局におかれては、なるべく簡潔な答弁をして

いただけますように最初にお願いを申し上げて

おきます。 

 まず、地域エネルギー計画の策定の必要性に

ついて市長にお尋ねをいたします。 

 今般のエネルギーの供給対策の議論というの

は、足りるか足りないかという視点からではな

く、本来は何をもってエネルギーとするかとい

うことも考えなければいけないと思っておりま

す。 

 地域エネルギーという観点から見れば、長井

市は長井ダムや県直営の小水力発電、また民間

企業のメガソーラー発電など多様性を帯びては

いますが、まだまだ未利用の資源として、森林

の活用を忘れてはいけないと考えるわけです。 

 ことしは、不伐の森条例の施行25年を迎えて、

今後の森林保全と活用のあり方を改めて考えさ

せられるよい機会となったと思います。 

 2011年３月11日の原発事故を契機に、エネル

ギー戦略の見直しが議論されて、原子力に頼ら

ない電力エネルギー供給のあり方が議論され続

けていますが、いずれも広域的な視点に立った

需給の議論であって、小さなまち独自のエネル

ギー需給計画にはなじまない議論でありました。

しかし、これからは長井市のような小さな自治

体でも独自にエネルギー需給のプランを検討し

ていくべきであり、そのためのアイデアを市民

と産業界と検討していかなければならないと思

います。 

 さきに触れました水力系のエネルギーは、長

井の水資源を有効に活用できている一例であり

ますが、資源の一つに森林、つまりバイオマス

エネルギーのもとがたくさん長井市には存在し

ているということに着目もすべきであります。



 

―３２― 

県では、ペレットストーブやまきストーブなど

を設置した一般住宅や事業所などへの補助金交

付施策を実施しております。また、県と呼応し

た形で、県内10の市や町でも独自の補助事業を

展開をしております。 

 市で一昨年から実施しております住宅の新築

あるいはリフォームなどへの補助金交付施策、

とても好評であります。先ほどの今泉議員の質

疑の中にもありましたけれども、とても市民の

方からは好評で、経済界にも有効な働きが、影

響があるというふうに評価されるわけでありま

すが、その都度補正予算にこれまでも増額を計

上しているこのリフォームの補助金制度であり

ますが、ここに新たに木質燃料ストーブなどの

設置に関する補助金交付施策なども加えていた

だきたいと思いますが、市長はどのようにお考

えでしょうか。 

 今、伊佐沢の地域では、木場構想、木の場所

と書きますが、木を集める場所をつくろうとい

うアイデアが持ち上がっているとも聞いており

ます。つまり荒廃しかけております森の活用の

一つとして、まき材の調達なども取り入れた仕

事をつくり出そうというものでありますが、今

後まきやペレットの需要が高まれば、里山の森

林活用にもつながりますし、この秋に25年を迎

えました不伐の森条例が提唱する森林保全の具

体的事例にも通じることになります。 

 地域エネルギーの需給計画の策定と、森林資

源活用を取り入れた持続可能エネルギー計画が

必要と思いますが、市長のお考えをお聞きしま

す。 

 次に、放射能測定の今後についてお伺いいた

します。 

 昨年度まで、国の消費者庁の事業委託を受け

て、地場産業振興センターが窓口となって行わ

れておりました放射能測定サービスが終了をし

ております。 

 まず、これまでどのような測定がなされたの

か、件数あるいは検体の種類などをお尋ねいた

します。 

 現在、学校給食や市内小学校のグラウンド上

におけます放射線測定が継続されています。こ

の測定が継続される意義を考えれば、当然、市

内の農産物や土壌であったり、山菜やキノコな

どの収穫物への放射能の影響を心配する市民が

おられるのは当然であります。今後、完全に福

島第一原発事故の収束がなされるまで数十年か

かるとも言われる中では、再びの事態悪化も想

定しながら、長井市民の安全を行政が最低限担

保するという施策が必要と考えるわけです。 

 第二庁舎駐車場の西の端に設置されておりま

す空間線量計の値は毎回0.05から0.07マイクロ

シーベルト程度の数字が表示されていますが、

小学校のグラウンドでは0.09から0.11マイクロ

シーベルトという値が続いております。空間の

高さの設定の違いもありますが、もしもグラウ

ンド上で0.23マイクロシーベルトという値が出

れば、除染の対象土壌ということになってしま

います。このまま安定した線量で推移する保証

はどこにもありません。だからこそ学校給食や

グラウンドの線量測定を継続しているわけです

ので、昨年度まで行っていた市民への測定サー

ビスも、国の委託先が変わったからといって中

止にしてしまうのはいかがなものかと思います。

市独自の測定サービスの継続をお願いしたいと

思いますが、市長のお考えをお聞かせください。 

 さて、ことしは観光振興計画が策定されまし

た。まちづくり観光プラットホームという概念

も提唱され、新しい観光がスタートしたわけで

すが、折しも来年は観光年とも言われる山形デ

ィスティネーションキャンペーンが６月から９

月、３カ月間行われることとなりました。関係

部局は、目下その対応に追われているさなかと

は思います。 

 私は、以前より各課の横の連携の必要性を進

言してまいりましたが、現在、観光・商工・地
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場産などの連携はどのように行って、山形ＤＣ、

ディスティネーションキャンペーンに取り組ん

でおられますか、お尋ねいたします。 

 観光振興課が９月の補正予算で承認を受けま

した536万円の中に、山形鉄道に委託するとさ

れた旅行商品造成の中、ガイドブックの作成は

「るるぶ」というところに編集依頼をするとの

ことでありました。その編集費はおおむね300

万円を超えるものというふうな説明を受けたわ

けですが、その後、進捗はどのようになってお

るでしょうか。旅行商品の評価もさることなが

ら、これは宣伝の効果も問われます。周到な準

備と実施が成功の鍵であるとも思いますから、

観光振興課長には、各課との連携の具体的例と、

山形鉄道やほかの市民関係者との連携、また現

在の進捗状況などについてお尋ねをいたします。 

 この旅行商品の販売は山形鉄道が行うものと

しても、旅行企画、商品企画や土産物開発ある

いはガイド体制・飲食店などにおけるおもてな

し体制づくり、またリピーター確保対策など広

範囲にわたる観光事業対策に向けた体制づくり

の考え方について、企画調整課長にこれから伺

います。 

 来年は、市制施行60周年、そして長井駅の開

業100年、県の文化財指定を受けております馬

頭観音像の60年に１度のご開帳の年でもありま

す。毎年開催されております通常の観光事業に

加えてさまざまな事業が行われるものと想像す

るものでありますが、山形ＤＣの期間をまたい

で多くの誘客を見込める年となりそうですが、

市として、これに総合的に対応するプロジェク

トチームなどの設置は考えておられるでありま

しょうか、企画調整課長にお尋ねをいたします。 

 ２年後をめどにスタートさせたいと言われて

おりますまちづくり観光プラットホームに具体

的な事例として引き継がれるような体制づくり

を想定しながらのプロジェクトチームの検討が

私は必要と思いますが、この視点も加えた見解

をぜひお願いをいたします。 

 最後に、長井市民の目線にかなった広報のあ

り方について、市長にお伺いいたします。 

 これまで、何回かこの議場でも提案させてい

ただきましたソーシャルネットワークの広報の

一つのフェイスブックが、この11月からスター

トいたしました。 

 私個人的には来年度のスタートかと思ってお

りましたので、試験的とはいえ急いでいただい

たことに対してまことに感謝申し上げたいと思

います。企画調整課当局の配慮にも感謝申し上

げたいと思いますが、このフェイスブックの担

当はどこが担っているのか、まず企画調整課長

にお尋ねをいたします。 

 フェイスブックの活用については、毎月２回

発行されます市報との性格の違いを認識してお

かなければなりません。性格としては、よりタ

イムリーな話題や情報提供と臨場感が演出でき

る媒体であることが上げられます。現時点で提

供する情報に心がけている視点などがあればお

聞かせください。 

 さきの質問でも申し上げましたが、観光振興

にも非常に役に立ちますし、土産物や特産品の

ＰＲ効果も期待もできます。また、市民がさま

ざまに行っております地域活性化のための活動

などの情報も投稿できれば、より親しまれるフ

ェイスブックになるものと思いますが、この広

範囲にわたる情報をしかもタイムリーに取材で

きる仕組みが必要であります。この担当は今後

どこが担うことができるか少し心配でもあるわ

けでありますが、市長と企画調整課長の見解を

お伺いしたいと思います。 

 フェイスブックの登録市町村、各団体は非常

に昨今ふえつつあります。佐賀県の武雄市など

はその先駆的自治体として、非常にユニークな

使い方をしています。「いいね！」というふう

な言葉で表現されてしまいますが、「いい

ね！」をクリックする、つまり武雄市のホーム
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ページを見ている方々の人数は、もう既に２万

人を優に超えております。ぜひほかの市町村の

フェイスブック投稿の例も参考にしていただい

て、より長井市民の目線に立った親しみやすい

フェイスブックを今後も続けていただきますよ

うお願いをして、壇上からの質問を終わります。

ご清聴ありがとうございました。（拍手） 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 江口忠博議員からは大きく私の

ほうは３点ですか、ご質問頂戴しました。 

 まず、最初の地域エネルギー計画策定の必要

性についてお答え申し上げたいというふうに思

います。 

 江口議員がおっしゃいますように、やはりレ

インボープランも循環の理念ということで、も

ちろん市民の中には定着しておりますが、これ

が全国にいろいろ発信されたわけですけども、

その中でこのエネルギー、自然エネルギーとい

いますか、再生可能エネルギーをどうするかと

いうこともやはりこれ以前からご指摘されてい

たとおりでございます。 

 長井市の環境に関する施策の観点から言いま

すと、エネルギーに関する計画に限らずこれは

市民課のほうで今、計画策定を進めているとこ

ろですが、第３次の環境基本計画、これが非常

に大きな柱だと思ってます。長井市では、残念

ながら地球温暖化防止実行計画が未策定であり、

必ずしも十分ではない状況にあるというふうに

思います。先ほど申し上げました第３次の環境

基本計画案の策定を環境審議会にただいま諮問

中でございますけれども、この環境基本計画策

定後に地球温暖化防止実行計画を策定するなど、

どのような実施計画の策定が必要かも含めて検

討していかなければならないと思います。これ

らの計画策定の際は、どの程度具体的なところ

まで踏み込めるか別といたしまして、それぞれ

の施策の目標の数値化は必要だというふうに思

っております。 

 ただ、エネルギーに関しましては、昨年３月

に基本構想計画期間を平成43年までの20年間と

する山形県のエネルギー戦略が策定されており

まして、県内４ブロックごとに地域の将来像ま

で示されております。当面は、この山形県のエ

ネルギー戦略との整合性を勘案した施策を展開

していくことが重要ではないかと考えておりま

す。 

 このような状況を踏まえまして、長井市とし

ても再生可能エネルギーの普及促進を図る具体

的な施策として来年度から太陽光発電設備とバ

イオマス燃料機器の導入に対する補助制度を実

施すべく既に市民課からの予算要求をしている

段階でございます。この中には、江口議員から

ご提言いただきました木質燃料ストーブなどの

補助金なども含むというふうに考えておりまし

て、今後、議会の皆様からもいろいろご指導い

ただいて検討していくという予定でございます。 

 ほかの山形県内の里山の森林、木材などを活

用した、例えば隣の飯豊町や小国町の場合です

とペレットの生産とか、あとそれを活用するま

きストーブについて補助を随分以前からしてる

わけなんですが、長井市の場合は周りに豊富な

森林資源があるのですが、残念ながらその活用

されている実施者といいますか、そういったの

が非常に少ないのではないかと。例えば今、飯

豊町にある西置賜ふるさと森林組合ですか、あ

そこなんかも聞いてみますと内容はほとんどが

官行造林の間伐など行政からの依頼による仕事

だけなんですね。独自の事業はほとんどなさっ

ていないと。ましてや長井にある一番大きいと

ころですと平野の共有地組合さんとか、あるい

は大字ごとに生産森林組合というのがあるんで

すけども、現実的には全く共有地組合さんを除

いてはほとんど事業を行っていないと。むしろ

広大な共有林ですね、その固定資産税とか維持

費のためにお金をみんな出さなきゃいけないと

いうことで非常に重荷になってるという現状で
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すから、江口議員がおっしゃいますようにどう

いうふうにしてこの特に里山ですよね、森林資

源を生かしていくかということが重要な長井市

にとっても課題であるというふうに思ってます。 

 まきやペレットの需要が高まれば里山の活性

化にもつながりまして、それは結果として森林

保全にもつながるというご提言でございますが、

そのようなことこそが環境エネルギー分野の改

革による生活、地域社会システムの転換、新産

業の創出、いわゆる国で言うところのグリーン

イノベーションであるというふうに思います。

したがって、形態はどうであれまずは民間での

起業を期待してるところでありまして、行政と

してはそれをどういうふうにして支援するかと

いうような施策を検討しなければならないとい

うふうに思っております。 

 次に、２点目の森林資源の活用による持続可

能エネルギー計画が必要ではないかということ

でございますが、市内の林業経営は先ほど申し

上げましたように極めて小規模でございまして、

加えて木材価格の低迷により収益率は低下して

おり、林業経営は困難な状況となっております。 

 一方で、森林の二酸化炭素吸収による地球温

暖化防止機能には大きな期待が寄せられており、

健全な森林の維持、造成とともに木質バイオマ

ス燃料等木材の多様な利用による低炭素社会の

実現が求められております。 

 山形県においても第２次森林整備長期計画の

やまがた森林づくり基本方向において育てる林

業から使う林業への転換を図り、燃料用チップ

やペレットへの利活用を推進するとされ、それ

に向けて再生可能エネルギー設備としてストー

ブ等への支援が行われています。これらの制度

を活用し、ペレット、チップ等利用拡大を図り、

森林の整備へ結びつけていくことが重要である

と思われます。 

 また、なかなか実現はしなかったんですが、

ここ３年ぐらい私どもとしても小水力発電や太

陽光発電のほかに長井市として取り組むべき再

生可能エネルギーの方向として、やはりバイオ

マス発電が非常に取り組まなければならない一

つだということで、その可能性調査を検討して

まいりましたが、結果としてバイオマス発電の

一番の成功するための大きな要素というのは、

いかに堆肥であったり森林の間伐材等々有機材

を集めることができるかということであります

が、これは予想外にかなり困難だということが

見えてまいりました。 

 2015年にトヨタのほうで水素燃料自動車の発

売が予定されてるということで、その情報を私

どもも２年前に入手して、バイオマス発電によ

りますとより水素ガスに転換しやすいというこ

とで、その水素燃料自動車の一番の問題点はガ

ススタンドがつくれるかということでありまし

て、今は全国政令都市を中心としてしか発想と

いうか、準備はされておりませんので、山形県

では予定がないということからバイオマス発電

をすることによってそういった山形県内で唯一

の水素燃料ガスのスタンドをつくることが可能

じゃないかという視点からもいろいろ調べてみ

たんですが、残念ながら長井市では到底難しく、

恐らく置賜一円から毎日有機物を集めても多分

足りないと、採算的にはですね、そのぐらいの

大量な有機物が必要だということがわかりまし

て、ちょっと方向転換としてはむしろ行政で大

きなものするというよりも個人個人のさまざま

な再生可能エネルギー、あるいは民間の皆様の

再生可能エネルギーの事業について支援してい

くというスタンスでいかざるを得ないのかなと

いうことで今考えてまして、今後検討してまい

りたいと思います。 

 次に、３点目でございますが、今後の放射能

測定についてということで議員からいただいた

大きな２点目の質問に対するお答えです。 

 昨年度、平成24年７月から25年の３月まで消

費者庁から測定機器の貸与を受けまして、地場
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産業振興センターに委託の上、検査を行いまし

た。その件数は、総数で267件、そのうち市民

からの持ち込み農産物が60件、幼稚園、保育園

の給食検査が26件、市民直売所菜なポートの野

菜、果物が181件でございました。昨年実施し

たこの放射能測定については、いずれも基準値

を上回るものではなく、ほとんどは不検出の結

果でございました。検出された品目は、市民持

ち込みのキノコ等３品目が12ないし27ベクレル

で、一般商品の基準値100ベクレルを大きく下

回っていたと。それ以外は全く不検出というこ

とでありました。このほか市内全域の地下水15

カ所、市内各河川の表流水の検査も行いました

が、結果は不検出でございました。 

 以上のような測定結果をもとに、長井市とし

ては放射性物質が人体に及ぼす影響はないもの

として24年度で測定機器を返還したものでござ

います。 

 この事業、測定を行う場合は、大体人件費も

含めて測定器を無償で貸与したと考えて360万

円ぐらい予算が必要です。24年度は、国のほう、

消費者庁のほうから補助が確実であるというこ

とで取り組んだわけですが、25年度は不確定で

ございました。ただ、結果としては25年度も実

施したので、途中で補正をしてこれをまた再開

することも可能でしたが、やはり今、福島のほ

うの状態が正確にどういう状況かわかりません

が、むしろ風評被害で苦しんでる状況ですから、

とりあえずは１年近くやってみて長井市内のも

のは不検出でありましたので、あとは県でこれ

定期的に行っておりますので、県の数値が異常

な場合、それがある程度続くような状況であれ

ばやはり長井市ももう一回再開するということ

で、福島の原発がまだ放射能が吹き出してると

いうことではないというふうに判定して、これ

はむしろ風評被害的にはいつまでも放射能測定

やるということ自体が余り適切じゃないという

ふうに考えたところです。 

 ただ、江口議員おっしゃるように、これどう

なるかわからないからずっとやるべきだという

ことはずっと続けるということですよね。それ

は必要かどうかというところは、やはり検討し

なきゃいけないと思いますが、何かそういった

懸念材料とかおありでしたらぜひご指導いただ

きたい。場合によっては26年度に消費者庁のほ

うでどういった判断をされるかですけども、放

射能のそういった測定の事業を継続してされる

場合でしたら人件費も含めて支援をいただけま

すんで、そういったときには状況判断によって

は再開するということもあり得るのではないか

なというふうに思っております。 

 この辺のところは時間もないので、簡潔にさ

せていただきたいと思いますが、確かに山のほ

うにはまだまだホットスポットと言われるとこ

ろがありまして、それらがいろんな分析の結果

ですと、長井市の場合は奥羽山脈のおかげで例

えば朝日連峰もほとんど汚染されたところはな

いと。いただいた国からの資料、データですと

大朝日岳の本当に幅、数百メートルのところだ

けが異常に高いと、それ以外はないということ

でありまして、その雪はちょうど万年雪のとこ

ろ、雪がずっと凍りついている地域だそうでご

ざいまして、したがって雨とかなんかによって

汚染された水が里のほうに落ちてくるところで

はないという判断から長井市ではホットスポッ

トはないということで考えているところです。 

 次に、４点目の市民目線に合った広報のあり

方ということでフェイスブックについてでござ

いますが、フェイスブックの担当は企画調整課

が行っておりまして、現在の運用状況等につい

ては後ほど企画調整課長から答弁いたさせます。 

 最初に、フェイスブックで発信する情報のあ

り方に関しましては、現在試行を行ってるとい

うことで、引き続き検討をしていかなければな

らないのですが、議員のご指摘のとおりフェイ

スブックはタイムリーな情報発信に価値のある
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媒体であるというふうに考えております。観光

イベント情報や行政情報などのある意味完成さ

れた情報は、ホームページや市報を中心に発信

し、フェイスブックでは例えば開催中の地域行

事や観光イベントの現在の様子や印象的な風景、

速報的なお知らせなど即時的な価値があり、ま

た興味関心を持っていただける情報を発信して

いきたいと考えております。 

 また、ことし７月の豪雨のような災害発生時

には最新の災害情報を素早く住民の皆様にお知

らせする役割が期待できるため、防災担当部署

と十分な検討を行ってまいらなきゃいけないと

思います。 

 江口議員からありました市民や各団体がさま

ざまに行っている地域活性化のための活動など

の情報については、参加する市民や各団体が直

接投稿する仕組みが必要でありますので、この

たびの長井市公式フェイスブックではなく、市

民や各団体関係者が投稿できる例えば外部の観

光ポータルサイト内にフェイスブックを立ち上

げるなど長井市全体の身近な情報をタイムリー

に発信できる仕組みを検討してまいりたいと思

います。観光ポータルサイトについては、市の

ホームページを開いていただきますと一番最初

の画面のところに出てまいるんで、市民の皆様

も比較的見やすいというか、見つけやすいとこ

ろだと思いますが、そういったところにホーム

ページと別サイトでやるべきじゃないかなとい

うふうに考えております。 

 また、もう１点といたしましては、今、長井

市を中心として西置賜１市３町で進めておりま

す西置賜行政組合の防災デジタル無線を活用し

たコミュニティＦＭの長井西置賜局を開設しよ

うということで、これを来年度の下期あたりを

目標に、まずは長井市が先行してコミュニティ

ＦＭを開局するということで今検討に入ってお

ります。これはニューメディア米沢さんと提携

をしながら、長井市ではＪＡＮあたりに一応ご

協力いただいてＦＭ放送を常時行っていくと。

この中で行政情報を番組もつくってやっていく

と。これは24時間365日の放送ということで、

そこに加えて災害情報としてラジオの媒介によ

る緊急時にそういった情報をタイムリーに逐次

皆さんにお知らせできるようなそういった媒介

なども考えております。これはフェイスブック

と含めて、やはりより行政情報あるいは市民の

皆様に必要な情報をできるだけ多くのチャンネ

ルでお知らせするということで考えております

ので、これらについてもまたいろいろご提言な

どいただければありがたいというふうに思いま

す。私のほうからは以上でございます。 

○小関勝助議長 鈴木一則企画調整課長。 

○鈴木一則企画調整課長 私のほうからは、３番

目のＤＣキャンペーンへ向けた準備の進捗につ

いて江口議員のご質問にお答えをいたします。 

 ２点ほどございました。 

 初めに、山形鉄道との連携する観光事業対策

に向けた体制づくりの考え方についてでござい

ます。 

 11月19日に行われました長井線生誕100周年、

赤湯－梨郷間でございます。それからフラワー

長井線開業が25周年記念式典、出発式、また同

日開催のフラワー長井線祭りに沿線や県内外か

ら多くの方に参加いただき、マイレール意識の

高揚が図られたところでございます。これを一

過性のものとして終わらせずに、引き続きフラ

ワー長井線の魅力や重要性を広くＰＲすること

により利用拡大や経営の安定化、沿線地域の活

性化につないでいく必要がございます。そのた

めには議員のご指摘のとおりと考えております。

本来山形鉄道自体において取り組むべきところ

が多いと考えますが、厳しい経営の現状では限

界がございますので、観光振興課はもとより商

工会議所、観光協会などのご協力をいただきな

がら通年で取り組める体制づくりは急務と考え

ており、検討を進めているところでございます。 
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 次に、来年の記念事業やＤＣを総合的に対応

するプロジェクトチームなどの設置やまちづく

り観光プラットホームに引き継ぐようなプロジ

ェクトチームの検討についてでございます。 

 ご案内のように、来年度は市制施行60周年、

長井駅開業100周年、馬頭観音のご開帳に加え

山形ＤＣが開催されます。通常の事業に加えて

の開催となりますので、今回の機会を長井市観

光として確立させることが重要と考えておりま

す。 

 そのためにはご提案のように、プロジェクト

チームをつくるということも検討しなければな

りませんが、それぞれの事業を効率よく組み合

わせて、イベントで終わることがないよう、で

きる限り通年で観光客に長井においでいただけ

るように取り組む必要があると考えております。

現在はそれぞれの所管で、予算要求も含めてで

ございますが、検討を進めている段階です。企

画調整課としては、関係事業の調整、それから

60周年記念式典等については総務課を中心に、

それから観光に関する事業についての展開につ

きましては観光振興課が中心となると思います

が、これにつきましては連携して進めてまいり

たいと思います。 

 また、観光プラットホームの設立に向けまし

ては、今回は重要な機会と捉えておりますので、

長井市、観光協会、商工会議所、地場産業振興

センター、山形鉄道はじめ観光関連団体、事業

者との協力体制を組んで進めてまいりたいと考

えております。 

 続いて、フェイスブックに関してでございま

す。３点ほど私のほうにいただいております。

フェイスブックの担当は、それからフェイスブ

ックで提供する情報に心がけてる視点、各課の

情報と市民活動の情報の一元化というふうな部

分でございます。さきに市長がある程度のとこ

ろをお答えをいたしておりますので、企画調整

課の部分としてご質問にお答えをしたいと思い

ます。 

 11月にスタートいたしました長井市公式フェ

イスブックですが、現在は試行運転により運用

を確認しながら、平成26年４月から本番運行開

始する予定でございます。 

 現在のフェイスブックの担当でございますが、

企画調整課において情報発信のガイドラインを

作成しており、記事には主に観光振興課と総務

課広報担当が用意し、主管課長の内容確認、決

裁の後、企画調整課で掲載と公開、ページ管理

を行っております。 

 フェイスブックの情報については、例えば

日々の中で印象的な季節の風景やまちの様子な

どは何げないかもしれませんが、遠隔地で暮ら

す長井出身の皆様などにふるさとの今が伝わり、

関心が高いのではないかといった意見もあり、

今後ともさまざまな情報発信の検討を行ってま

いります。発信する情報とともによりすぐれた

発信の方法、仕組みに関しましても検討を続け

ております。 

 情報の掲載につきましては、現在は企画調整

課情報担当が担っておりますが、平成26年４月

から本番運用に向け各部署それぞれの旬の情報

をそれぞれの部署の担当者が直接掲載する運用

の枠組みも庁内で形成したいと考えております。

以上でございます。 

○小関勝助議長 鈴木広弥観光振興課長。 

○鈴木広弥観光振興課長 初めに、私のほうから

山形ディスティネーションキャンペーン、略し

て山形ＤＣの旅行商品造成業務の進捗状況につ

いてご報告いたします。 

 来年度行われる山形ＤＣに向けまして、どう

いった旅行商品をつくるか検討を現在進めてお

ります。９月27日の市議会で補正予算を認めて

いただいた後、すぐに検討会議のほう立ち上げ

ました。 

 メンバーは、16人でございます。観光ボラン

ティアガイドを務めていただいている黒獅子の
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里案内人、それから長井麺類飲食組合、長井菓

子組合、長井市まちなか商店街活性化懇談会、

おしょうしな会議、それから長井商工会議所、

タクシー会社、それから「ぼくらの文楽」実行

委員会、長井まちづくりＮＰＯセンター、最上

川リバーツーリズムネットワークなど、もちろ

ん山形鉄道さんも加わっていただいて活動して

いただいております。 

 10月２日に第１回会議を開いておりまして、

まだ始まってから２カ月ちょっとなんですけど

も、既に会議を４回、班ごとの現場の下見を３

回、それから班ごとの打ち合わせを３回開催し、

メンバーの皆さんには大車輪で活躍していただ

いてるというような状況でございます。 

 当初長井市内だけでなくって近隣の市町村と

も手を結んで商品をつくろうというふうなこと

で考えておりましたけれども、検討会議のこれ

までの話し合いでは、まち歩きをメインにした

商品造成をすることに変更になりました。長井

駅でフラワー長井線を降りてから宮や小出に残

るたくさんの歴史的建造物やお店などを歩いて

もらおうというもので、まちなかを歩いてもら

うことによって商店街に何がしかのお金が落ち

るということを狙っています。現在はまち歩き

のモデルコースをつくるべく班ごとの打ち合わ

せや現場の下見などを行っており、12月９日に

班長会議を予定しております。 

 これに伴いまして、ガイドブックについても

当初できるだけ多くの人に見てほしいという願

いから例えば「るるぶ」のような知名度と実績

のあるところにお願いするというふうな予定で

したけれども、変更を検討しております。とい

いますのは知名度のあるところでございますと

それなりの料金、それなりの単価ということに

なりますので、少ないページ数のものを想定し

ていたわけなんですが、まち歩きということを

テーマにしたガイドブックということになりま

すとコース図やコース沿いの見どころ、それか

らお店の紹介、名物の紹介、それからいろんな

体験などを掲載する必要がありましてページ数

がかなり多くなってしまうということから、も

っと料金の安いところ、もっと単価の安いとこ

ろにお願いせざるを得ないというふうな状況に

なっております。 

 今後は、まち歩きのモデルコースの決定やガ

イドブックの作成を急ぐとともに、連携してい

ただける旅行会社の皆さんなどを招くエクスカ

ーションと試食会の準備を進めるというふうな

状況になっております。先日よい知らせが届き

まして、ある旅行会社さんから長井市のまち歩

きを旅行商品に組み入れていただけそうだとい

うようなことでご連絡をいただいております。

何とか実を結ぶように話し合いをこれから進め

ていきたいと思っております。 

 観光、商工、地場産業振興センターの連携に

ついては、議員ご指摘のとおり大変重要なこと

というふうに思っております。土産物の開発や

ガイド体制、それから飲食店などのもてなしの

体制づくりなど課題が山積しています。この解

決には、観光まちづくりプラットホームを組織

することが何より肝要だというふうに考えてお

ります。当課では、山形ディスティネーション

キャンペーン旅行商品造成業務とともに観光ま

ちづくりプラットホームの立ち上げを進めてお

りまして、商工振興課、それから商工会議所、

地場産業振興センターにもぜひ加わっていただ

いてしっかりした組織づくりを進めていきたい

というふうに考えております。 

 来年は、山形ディスティネーションキャンペ

ーン、それから市制施行60周年、それから長井

駅開業100年、馬頭観音のご開帳などがありま

すけれども、これまで５回あった山形ディステ

ィネーションキャンペーンで一度も観光客の増

加がなかったというふうな苦い経験を持ってる

ことから何とか今回は多くの観光客の皆さんに

来ていただけるよう、観光収入がアップできる
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ようその仕組みづくりに心を砕いていきたいと

思っております。 

 山形鉄道さんのほうにも活躍を期待しており

ます。大手旅行会社の一つであるクラブツーリ

ズムさんで毎月旅行商品のカタログを発行して

おります。それをうちのほうでいただいておる

んですが、それに掲載されてる長井市関係の旅

行商品というのはフラワー長井線の方言ガイド

と、それからイベント企画というだけでござい

ます。こうした強みを持つ山形鉄道さんにこれ

からますます力を発揮してほしいというふうに

願っております。以上でございます。 

○小関勝助議長 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 それぞれにご答弁いただ

きまして、ありがとうございました。 

 再質問でありますが、時間も余りありません。

その中でちょっと市長のほうにもう一回お尋ね

をしたいと思います。 

 長井でこれから取り組もうとしたバイオマス

発電については、なかなか有機素材というか、

有機資源の原料確保に難しいという現状も浮き

彫りになったということでの再検討ということ

になってくるんでありましょうが、この発電と

いうふうな考え方にいつも立ってしまいますと

かなりロスがあるわけです。例えば、原発にし

てもそうですが、熱をつくって、それでお湯を

沸かしてタービンを回して、それから発電とい

うことになりますから、最初の１次元でのエネ

ルギーがずっとロスが重なってやっと電気にな

ってくるということがありますんで、私が一つ

申し上げたいのは、森林の場合は熱は熱として

使うという、そういうエネルギーの供給のイメ

ージなんですね。ですから熱から真っすぐお湯

を沸かして、特にアメリカ等ヨーロッパではそ

うですが、チップからボイラーで熱を発生させ

てお湯を沸かして、それでセントラルヒーティ

ングまでずっと、地域全体のセントラルヒーテ

ィングを賄っているというのが欧米では多いわ

けですよね。意外と森林が多いヨーロッパあた

りは、昔からそういったことがされております。

ですのでやはりこれからバイオマスエネルギー

というと、まず電気にかえるというふうなイメ

ージをどうしても持ってしまうんですが、熱は

熱として使うというふうな発想でいくともうち

ょっとコンパクトなコミュニティの中でのエネ

ルギーの活用の仕方として森なんていうのは非

常に有効だろうというふうなアイデアもありま

すので、またそれは後刻いろんなことも提言さ

せていただきたいと思います。 

 伊佐沢小学校の今回の杉の伐採についても、

議会の中でも処分料がかなり高額なのでもった

いないではないかと。あれを例えば建材あるい

は造作材あるいはまきにして使えればいいので

はないかということも議会からございましたし、

森林、木とかそういったものに関しての利用の

方法というのはもっともっと多様にこれから考

えていかなければいけないと思いますが、市長、

その辺教育委員会で、今回質問通告の中にはち

ょっとうたってませんが、杉の木の利用法につ

いては何か耳に挟まれてることはございますか。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 長井で考えていたバイオマス発電については、

ヨーロッパ型の、いろんなタイプあるんだそう

ですけども、蒸すタイプのやつです。ですから

蒸して熱を起こしてガスを発生させると。ター

ビン回してということではないようですね。ち

ょっとその辺は、お湯を沸かしてタービンとい

うのは、基本的には必要なんだとは思いますけ

ども、そういった仕組みだったんですけども、

今回伊佐沢の学校のそばの森林の伐採について

は、非常にいろいろ難しい部分があったんです

が、おかげさまで所有者の方から非常に協力い

ただいたということでスムーズに進んだわけで

すが、私どものほうで現在森林の木材に対する

専門知識を持ってる職員が数がもう少なくなっ
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ているなと改めて思いまして、見積もりも二転

三転したんですね。結果としていろいろ聞いて

みますと、最初見積もりお願いしたところは使

えない材木については全て廃棄物処分料という

ことでお金を取られるんです、膨大な。ところ

が後々調べてみましたら、バイオマス発電に使

いたいということで遠いところからとりに来て

くれると。それはむしろちょっと運送費、一部

収集箇所まで持っていかなきゃいけない、その

部分ぐらいで、廃棄処分料はかからないやり方

もあるんだということがわかりましたし、あと

はよく木材会社から言われてるのは切ってみな

いとわからないと。使える森林なのか材木なの

か、あるいはざら板とかチップ材みたいにしか

ならないのかというようなこともありましたけ

ども、大分いろんな情報を聞いてみますと、ど

この業者さんが落札するかによって変わってく

るんだと思いますが、できるだけ無駄のないよ

うに、まきに使いたいとか、ことしはちょっと

難しいかもしれませんが、雪囲いの材木として

使いたいとか、本当にいい材木については後々

何かで使えるということで乾燥させるとか、そ

ういった多様な利用の方法があるということが

わかって、それを今検討してるところです。 

○小関勝助議長 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 ぜひ多様な利用方法を検

討していただきたいと思いますが、先ほど市長

は、民間によるこういった里山林の活用の事業

例というのも出てきてほしいものだと、そうい

う期待を込めて答弁をいただいたわけですが、

民間もやりたいところは、伊佐沢のある人はも

う実際少しやっておられます。自分で委託を受

けて木を切って、その木の処分ではなくて、ま

き材として自分でも販売しようというふうなこ

とまで企てながら今準備というか、実際少しず

つ試験的にやってらっしゃるところもあるんで

すが、ただ、まきあるいはチップの需要がない

とその業が成り立たないという現実もあるわけ

ですので、その需要を喚起する上でもまきスト

ーブあるいはペレットストーブの導入に対して

の補助政策ということをぜひ考えていただきた

いと思うんですが、先ほど県内で10の町と市が

あると言いましたけども、例えば最上町などは

住宅の断熱工事等々も入れることを条件とした

りですね、さまざまに熱効率のよい住宅施策も

あわせながらのペレットあるいはまきストーブ

の補助だったんですね。 

 大江町などは、県との併用が可能です。県の

補助政策との併用が可能であって、最大40万円

ぐらいまでの補助があります。ぜひ長井市でも

検討していただきたいんですけども、その辺の

この、先ほど少しお触れになりましたけども、

まだ具体的な形は出てないんでしょうか。県と

の併用が可能であるとかそういったことについ

てのお答えはいただけますか。よろしくお願い

します。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 新年度の予算の中に市民課のほ

うから太陽光発電設備、これは民間の場合です

けども、あとはバイオマス燃料機器の導入、で

すからそういったペレットストーブとかまきの

ストーブとか、そういったものに対しての補助

制度を実施すべく予算要求をしてもらってます

ので、ちょっと県のほうと一緒に使えるかどう

かについてはこれから確認していかなきゃいけ

ないんですが、ちょっと私どものほうで今回は

市民課のほうで再生可能エネルギーの普及とい

うことで予算化してますが、この辺のところが

農林課のほうでやるべきなのか、ですからそこ

ら辺のところはうまく垣根を超えて考えていか

ないと難しいのかなと。最上町とか大江町とお

っしゃったのですが、住宅の新築とか改築にあ

わせてそういったもの導入する場合の支援とか

そういったところなどもちょっと私どものほう

で勉強不足のところがあるのかなというふうに

思いますので、再度いろいろ調査をしながら来
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年度に向けて、予算の大部分は今査定中でござ

いますが、検討できるようにしていかなきゃい

けないなというふうに思います。 

○小関勝助議長 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 ちょっと先ほど例を挙げ

ましたけども、最上町が住宅のリフォームと併

用して可能だということでありまして、上限50

万円になりました。金山町が最大で30万円、ま

きの場合ですね、ペレットが最大20万円という

補助、これは県と併用でありますが、あと県と

併用してるのが大江町もそうでありまして、ぜ

ひ研究していただければと思います。 

 それから先ほど、もう一回市長にお尋ねしま

すが、放射線の測定についてです。市長、先ほ

ど福島県について風評被害があるようなことも

言われましたけども、実際何が風評で何が実害

としてあるのかということがよくわからない状

況でもありますが、実際国が発表しておりまし

た福島県内の放射線量の値というのは意外と当

てにならなかったりすることが後から出てまい

りまして、民間が測定している数字のほうがは

るかに精度は高くて、いろいろ情報として国が

どこまで、あるいは福島県がどこまで出してい

るかという状況がわからない中にあっては、行

政が言っている風評被害という言葉については

もっと慎重にこちらも見ていかなければいけな

いなと思っておりますが、今、福島からの避難

者の方々が中心になってレインボープランの市

民農場の中にある福幸ファームの中で作物をつ

くって、それを福島のほうに送って、福島県内

の方々が喜んでくださってるという実態があり

ますが、彼らもこっちは放射性は全くないもの

だと思っての安心感があるわけですね。 

 ですから被害を受けた地域とずっとこれから

長井もかかわっていく中で、長井の安全性とい

うこともきちっと担保していく必要は、保証し

ていく必要はあるんだと思うんですね。ぜひそ

の辺考えても、来年度以降なりましょうが、市

独自での放射線の測定というのは私は必要だと

思ってるんです。でないと学校給食であったり

地場産品の放射線の測定が継続していく中にあ

っては、やはり当然市の考え方というのはそこ

に反映されてるわけですから、少々予算がかか

っても、これが収束まで数十年かかるわけです

から、そうしますとやはりその用意というのは

市でもしておくべきことだろうなと思いますの

で、ここは答弁は要りません。私の要望だけで

終わらせておきますが、最後に、観光振興課長

のほうに１点お尋ねをいたします。 

 済みません、ちょっと。山形ＤＣであります

が、やはりフェイスブックを使ったり何か使っ

たり、さまざまな媒体を使いながら、広告媒体

を使いながらもこれお知らせしていかなきゃい

けないことなんでありましょうが、例えばふる

さと応援大使という方々が結構都内いらっしゃ

いますが、その方々への情報提供もあわせるこ

とは必要だということは当然認識してらっしゃ

るでしょうが、いつも言われるのは例えば高校

駅伝大会とかマラソン大会とか長井でもたくさ

んスポーツイベントが多くなりましたけども、

かなりの関係者の方々が来てくださってるのに

その方々に対するいろんなものの販売であると

か商品の紹介であるとかということが非常に今

までないので、関係者から不満の声が上がって

るそうであります。これはもう長年のことなん

だそうですが、そういったことに対してもちゃ

んと範疇に入れた観光振興、お客様対策という

ことを考えていただきたいんですが、最後に一

言お願いいたします。 

○小関勝助議長 鈴木広弥観光振興課長。簡潔に

お願いします。 

○鈴木広弥観光振興課長 駅伝につきましては、

山形県の高校駅伝はそれほどでもないんですが、

東北の高校駅伝の場合はそれなりにお客様いら

っしゃるので、観光収入も結構あるというよう

なことを地場産業振興センターのほうからお聞
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きしております。観光振興課のほうでもそうい

った点に力を入れて今後やっていきたいと思い

ます。 

○小関勝助議長 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 とにかく各課さまざまな

課題連携しながら取り組んで、効率よい行財政

執行を行っていただきたいということを最後に

お願いを申し上げて、質問終わります。ありが

とうございました。 

○小関勝助議長 ここで昼食のため暫時休憩いた

します。再開は午後１時といたします。 

 

 

   午後 ０時０２分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○小関勝助議長 休憩前に復し、午前に引き続き

会議を再開いたします。 

 なお、大沼 久議員から早退させてほしい旨

の申し出があり、許可いたしましたので、報告

いたします。 

 また、蒲生光男議員から、資料の配付につい

て申し出があり、許可いたしましたので、ご報

告いたします。 

 それでは、市政一般に関する質問を続行いた

します。 

 

 

 蒲生光男議員の質問 

 

 

○小関勝助議長 次に、順位３番、議席番号９番、

蒲生光男議員。 

  （９番蒲生光男議員登壇） 

○９番 蒲生光男議員 私の質問は３点でござい

ます。できるだけ簡潔で明瞭なるご答弁をお願

いをしておきたいと思います。 

 ことしもあと１カ月を切りました。 

 ことしのユーキャン新語・流行語大賞が発表

されました。トップテン流行語大賞は、じぇじ

ぇじぇをはじめ、今でしょ、倍返し、おもてな

しの４つとなりました。ユーキャン新語・流行

語大賞、この賞は、１年の間に発生したさまざ

まな言葉の中で、軽妙に世相をついた表現とニ

ュアンスをもって、広く大衆の目・口・耳をに

ぎわせた新語・流行語を選ぶとともに、その言

葉に深くかかわった人物・団体を毎年顕彰する

ものです。 

 1984年に創始。毎年12月上旬に発表。現代用

語の基礎知識読者審査員アンケートを参考に、

選考委員会によってノミネート語が選出され、

トップテン、年間大賞語が選ばれる仕組みにな

っております。 

 ノミネートされた数は50、その中には理解で

きない、それは私がですが、理解できない言葉

も多数ありました。例えば、激おこぷんぷん丸

は、ツイッターやニコニコ動画などでよく見ら

れるもので、結構怒っているという状態をあら

わすものだそうであります。顔文字もそうです

が、顔文字とセットで使われることが多いとさ

れております。ぷんぷん丸だけで用いられるこ

ともあります。また、落ち込んだ状態をあらわ

すガチしょんぼり沈殿丸という派生語も存在す

るといいます。 

 余談はさておき、時代は急速に進んでおりま

す。時代に乗り遅れないよう、日々研さん努力

を惜しんではならないと思います。 

 質問の第１点は、総称して市民協力金につい

てであります。 

 この協力金については、水まつり協力金、社

会福祉協議会会費、共同募金、歳末助け合い、

日本赤十字社費などであります。水まつり500

円、社協会費700円、共同募金470円、歳末助け

合い400円、日赤社費700円の合計2,770円であ

ります。福祉生活あんしん課長及び観光振興課




